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昨年 10 月 15 日から約 1 か月間ネパー

ルを訪問しました。近年のネパールでは、

女性の社会進出が著しく進み、町全体が

以前にも増して活気にあふれているよう

に感じられました。以前と比べると、女

性がさまざまな分野で活躍している姿を

多く見受けることができます。ネパール

の社会情勢はいまだ安定しているとは言

えませんが、政治の分野においても女性

の進出が着実に進んでいます。なお現役

の総理大臣も女性です。        

 

現在、国会における女性議員の割合は

約 35 パーセント程度ですが、国民の約半

数を女性が占めていることから、「議員数

も男女半々であるべきだ」とする運動も

行われています。こうした動きも、ネパ

ールにおける教育水準が向上してきてい

ることの一つの証であると考えられます。

今回ここに述べるのは、ミランクラブジ

ャパンの活動などの、一般的な識字率や

現状についてであります。 

 

●全国平均識字率と女性教育の現状 

ネパールの識字率について多くの機関

からそれぞれ出されていますが、ネパー

ル生活水準調査（NLSS 2022/23）による

と 、 ネ パ ー ル の 全 国 平 均 識 字 率 は 約 

77.4％となっています。男女別に見ると、 

◇男性の識字率：約 85.8％ 

◇女性の識字率：約 70.1％ 

となっており、依然として男女間に差が 

 

 

 

見られます。15 歳以上の人口に限定した

場合の識字率は約 72.5％であり、その内

訳は以下の通りです。 

◇男性： 約 82.9％ 

◇女性： 約 64.1％ 

一方で、青年層の識字率は非常に高い水

準に達しています。 

◇15～19 歳：約 97.6％ 

◇20～24 歳：約 93.7％ 

 

この数値から、将来を担う若い世代の

識字率が大きく向上しており、今後の国

の発展と進化に大きく寄与するものと考

えられます。 

 

ネパールの識字率は、過去 10 年以上に

わたり着実に向上しています。2021 年国

勢調査では、全国識字率は約 76.3％と記

録され、それ以前の調査と比較しても大

幅な改善が見られました。これは、教育

へのアクセス拡大、就学率の向上そして

教育に対する国民意識の高まりを反映し

た結果と言えます。 

 

●ミランクラブの取り組みと成果 

私たちミランクラブジャパンは、ネパ

ールの識字率向上に関わって、今年で 38

年になります。これまで支援してきた多

くの里子たちは、現役の医師、教師、美容

師、会社員、銀行員、エンジニアなどの職

業に就き、社会的・経済的に自立してい

ます。彼女たちは、ミランクラブの支援
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を受けながら成⾧し、現在は社会貢献を

果たす存在となっています。このような

事例は年々増加しています。 

 

また、結婚した元里子たちも、自ら教

育の重要性が身をもって経験しているた

め、自分の子どもに教育の大切さを伝え、

学校へ通わせています。彼女たちは自己

紹介の際、「幼少期に経済的に恵まれず、

ミランクラブの支援がなければ、今の自

分はなかった」と、誇りをもって語って

います。 

 

現在も奨学金を受けて学校へ通ってい

る里子が大勢います。特に、アチャム郡、

フムラ郡、ラメチャップ郡、ロルパ郡、シ

ンドゥパルチョック郡に多く、これらの

地方では教育環境が十分に整っておらず、

今なお「学校へ行きたくても行けない女

子」が存在しています。ミランクラブは、

こうした地方の女子を今後も継続して支

援していきたいと考えています。 

 

●活動の背景と課題について 

ミランクラブが奨学制度を開始した当

初、ネパールの女性識字率は一桁台であ

ったと記憶しています。私たちは女子の

識字率を 100％に近づけることを目標に

努力を続けてきましたが、今年の識字率

はおよそ 80％を超えると思われます。 

 

私たちが活動を始めた主な理由には、

以下のような社会的背景があります。 

◇地方社会に今なお根強く残る男尊

女卑の風潮 

•カースト制度による差別や偏見の存

在 

•女性の地位が低く、現金収入の仕事が

少ない、女子の教育が後回しにされる

現状 

•本人の意思が尊重されず、10 代での

結婚・出産により教育や社会進出から

遠ざかる状況 

•教育を受けられなかった女性が母親

となり、子どもに教育の大切さを伝え

られない連鎖 

•弱い立場の女性に対する家庭内暴力、

虐待、人身売買の問題 

 

●ミランクラブの理念について 

私たちミランクラブジャパンのボラン

ティア活動は 1988 年に始まり、団体創立

は今年で 38 年目を迎えます。「すべての

女性に教育を！」をスローガンに、社会

から取り残されがちな孤児や母子家庭の

女子に対する教育支援を行っています。 

 

ミランクラブジャパンとカトマンズ所

在の事務所をもつミランクラブネパール

は、一貫して協力し合い、奉仕の精神の

もとでボランティア活動を続けてきまし

た。私たちの支援は、差別されている女

子の教育支援・自立支援、そして男女共

同参画社会の実現を目指しています。 

 

支援を必要とする女子に対しては、高

校の SEE 試験（10 年間）まで、途切れる

ことなく奨学金という形で支援を続け、

「安心して学び続けられる環境」を提供

することを大切にしてきました。この思
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いは、今後も変わることはありません。 

 

●ミラン里子奨学金制度について 

ミラン里子制度は 1990 年に始まりま

した。日本で支援をしている支援者のこ

とを 「里親」と呼んでいます。2025 年末

現在の会員数は以下の通りです。 

•正会員：57 名 

•賛助会員：1 名 

 

一般正会員の年会費 15,000 円のうち、

12,000 円は、利息の高いネパール国内の

金融機関に奨学金基金として預け、その 

利息を活用して教育支援を行ってきまし

た。しかし、数年前から金融機関の利息

が年々低下し、ここ数年は元本を取り崩

しながら支援を継続しています。残りの

3,000 円は、日本国内での国内活動費とし

て使用させていただいています。 

 

●⾧期継続型の奨学金支援について 

下記の表は、1990 年以降にミランクラ

ブが里子として 教育支援を行ってきた

実績です。 

 

ミランクラブジャパンの奨学金支援は、

他の支援団体による短期間の支援とは異

なっています。以下の表からも、⾧年に

わたり多くの里子を支援してきたことが

分かります。私たちの思いは子どもたち

が安心して学び続けられる環境を守るこ

とです。ミランクラブジャパンは制度開 

始当初から一貫して大切にしてきました。 

 

 

年度別支援里子人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 里子が自立可能となる高卒まで（10

年間）の支援。延べ支援数 6,243 人 

▶ 途切れることのない継続支援を基

本としている。 

 

●里子制度の歩みと現在の課題 

1990 年に 1 人の里子から始まったこ

の里子制度は、10 年生卒業後も成績優秀

な里子に対して、特別里親による継続的

な支援を行ってきました。しかし、支援

金の不足に加え、特別里親を募ることが

年々難しくなり、2021 年以降は 10＋2 課

程へ進学する里子への支援を停止してい

ます。 

 

ミランクラブジャパンは、毎年、支援

金で賄える範囲内において新しい里子を

受け入れてきました。しかし近年、会員

数の減少、寄付金の減少、奨学金基金残

高の目減りといった要因により、支援を

希望する子どもがいるにもかかわらず、

2019 年以降は新規の里子を受け入れる

ことができない状況が続いています。 

1 名 
1990 年 

1 名 
1991 年 

11 名 
1992/93 年 

19 名 
1994 年 

29 名 
1995 年 

23 名  
1996 年 

29 名 
1997 年 

27 名 
1998 年 

53 名 
1999 年 

29 名 
2000 年 

26 名 
2001 年 

31 名 
2002 年 

32 名 
2003 年 

118 名 
2004 年 

26 名 
2005 年 

53 名 
2006 年 

39 名 
2007 年 

38 名 
2008 年 

31 名 
2009 年 

35 名 
2010 年 

33 名 
2011 年 

46 名 
2012 年 

45 名 
2013 年 

79 名 
2014 年 

46 名 
2015 年 

44 名 
2016 年 

36 名 
2017 年 

名 51 
2018 年 

15 名 
2019 年 

19 名 
2020 年 

20 名 
2021 年 

24 名 
2022 年 

24 名 
2023 年 

71 名 
2024 年 

47 名 
2025 年 
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●奨学金制度が停滞している主な理由 

現在、奨学金制度が滞っている背景に

は、以下の要因があります。 

•会員数の減少 

•円安による送金額の目減り 

•奨学金基金を預けている金融機関

の利下げ 

これらの要因が重なり、安定した支援体

制の維持が難しくなっています。 

 

●現在の支援額と里子たちの現状 

私たちは 2023 年度より、里子一人あた

りの月間支援額を 1,500 ルピーにしてい

ます。この金額は、経済的に困窮する家

庭の里子が、学業を中断せずに通学を続

けるための、まさに最低限の支援額です。 

 

地域別の里子たちの人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

里子たちの母親たち（未亡人）は「自分

の子どもが学校へ通えるようになった」

とミランクラブに心からの感謝を寄せて

います。しかし残念ながら、経済的に特

に弱い立場に置かれている一部の里子た

ちは、学業を継続できず、途中で学校を

辞めざるを得ないケースも発生していま

す。この表を見ると分かりますように、

多くの里子はネパールの遠隔地方のフム

ラ郡、ロルパ郡と東北のシンドゥパルチ

ョック郡からとなっています。 

 

2025 年度の里子人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ミラン職業訓練所について 

ミランクラブは、里子および無職の母

親（未亡人）を対象に、裁縫・美容・コン

ピューターなどの職業訓練を実施してき

ましたが、コロナ禍や資金不足により一

時休止していました。その後、地元から

の強い要請を受け、2025 年 12 月 25 日よ

り美容職業訓練を再開しました。参加訓

練生は 12 名いて、カブレスタリ在住の元

里子ビッデヤゴパリの教え子が教師を務

めています。場所は MDS 敷地内 78 日間

を一日 2 交代で実施しています。 

 

なお、コンピューター分野の職業訓練

についても再開を望む声があり、予算が

確保できれば、今年度中の実施を目指し

ています。職業訓練の継続と拡充のため

支援金が必要ですが、ネパールの物価高

により、資金面での課題は依然として続

きそうです。 

 

 

地域別 人数 

アチャム郡 

グルカ郡 

フムラ郡 

カトマンズ郡 

ヌワコット郡 

ロルパ郡 

シンドゥパルチョク郡 

5 名 

１名 

３１名 

2 名 

1 名 

５名 

２名 

合計  47 名 

学年 人数 

中学校 

1 学年（５年生） 

3 学年（７年生） 

4 学年（８年生） 

１名 

４名 

10 名 

高等学校 
1 学年（9 年生） 

2 学年（10 年生） 

18 名 

１４名 

合計 ４７名 
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●ミランダルマスタリ学校について 

この学校は、ネパールの NPO 法人で

あるミランクラブネパールによって運営

されています。この校舎は岐阜淡墨ロー

タリークラブの支援を受け、2001 年に初

めて１階建ての建設を行い、開校後 2 年

間連続、運営資金も受けました。今年で

開校 25 年目を迎えます。 

 

MDS 学校の生徒数と学費一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当校から多くの生徒が高等学校（SEE）

を卒業し、他校で 10＋2 課程に進学し、   

ミランダルマスタリ学校は、ネパール 

学校は教育省より正式な運営認可を受

けて運営しています。教育課程は保育園・

幼稚園・小学校 1 年生から高校 10 年生

までを対象としています。現在、全校生

徒数は 6３8 名（女子 272 名、男子 366

名）います。 

ミランダルマスタリ学校を卒業した生徒

は他大学へ進学しています。大学を卒業

した生徒は自立し、社会貢献を果たして

います。少数ではありますが、留学する

生徒もいます。 

 

当校の教師の多くは女性であり、ミラ

ンクラブの趣旨に基づき、女性教員を優

先的に採用しています。現在、教職員は

25 名（女性教員 18 名、男性教員 7 名）、

で運営しています。その内 7 名は元里子

や卒業生です。 

 

学校はカトマンズ首都から北東へ約

7km のダルマスタリ村に位置しており、

首都に近い一方で、開発が遅れていた地

域です。学校の設立以降、村には人口が

急増し、地域発展も進んでいます。現在

では、学校は地域のモデル校として認識

され、オンラインクラスも提供できる環

境を整えています。 

 

●ミランダルマスタリ学校の学費・課外

活動・奨学金について 

ミランダルマスタリ学校の学費は、公立

学校と比較して凡そ 20％程度安く設定

されています。教育だけでなく、課外活

動も充実しており、音楽、ダンス、英会

話、空手などのクラブ活動があります。

最近ではスポーツクラブも整備されたこ

とでフットサル、バレーボール、バスケ

ットボール、卓球などに生徒は放課後、

クラブ活動するのが増えました。地域内

のインターハイでも勝利を収め、表彰さ

れることが多くなりました。特に女子の

バスケットボールそして男子のフットサ

ルが強いです。 

学校は奨学金制度を設けており、現在

学年 女子 男子 学費 Rs/月 

保育園 1 年 15 名 30 名 1,900 

幼稚園 
1 年 

2 年 

23 名 

30 名 

29 名 

25 名 

2,000 

2,100 

小 

学校 

1 年 

2 年 

3 年 

4 年 

5 年 

33 名 

27 名 

22 名 

18 名 

21 名 

35 名 

36 名 

34 名 

31 名 

20 名 

2,200 

2,300 

2,500 

2,700 

2,900 

中 

学校 

1 年 

2 年 

3 年 

18 名 

14 名 

23 名 

28 名 

21 名 

25 名 

3,200 

3,500 

3,７00 

高校 
1 年 

2 年 

16 名 

18 名 

19 名 

20 名 

4,000 

5,000 

合 計 6３2 名（女 279、男 353） 
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60 名の生徒が支援を受けています。奨学

金には学費の 50％と 100％免除の 2 種類

があり、2025 年度は経済的に恵まれない

子どもたちとして女子 31 名、男子 29 名

が支援を受けています。 

 

ネパールの学校評価は、全国統一高等

学校卒業試験（SEE）の成績で決まります。

成績は A+から E までのグレードで評価

されますが、ミランダルマスタリ学校は

都市部から離れているにもかかわらず、

2025 年度も全生徒が優秀な成績を収め

ました。 

 

昨年までミランダルマスタリ学校は

10 年生（SEE）の教育しか行われません

でしたが、今度 10＋2 生の開設の許可を

教育省から受けましたので、SEE 卒業後、

母校で進学できるようになりました。11

年生の授業開始は今年 6 月から行われま

す。そのため新校舎の建築も進めていま

す。 

 

●ミラン図書室について 

図書室は、埼玉県国際交流協力の助成

金交付により建設されました。図書室の

図書は岐阜西淡墨ロータリークラブ、韓

国と台湾ロータリークラブによって整備、

幅広い分野の本を揃えています。学童児

から大学迄の学習に対応できる約 6,955

冊の図書が揃えています。司書はミラン

クラブジャパンの元里子スミトラ・アデ

ィカリ女史が務めています。図書室は学

校関係者だけでなく、地域住民も利用で

きるよう開放しており、年々利用者が増

えています。近隣住民の生徒も数は少な

いが自由に利用しています。 

 

ミランダルマスタリ校の生徒は放課後、

勉強室として有効に使っています。図書

室にはパソコンを設置されており、自由

時間にインターネット・フリーWi-Fi も

利用したりしています。図書室の 2 階に

はコンピューター教室、音楽室、会議室

があり、授業や活動に使用されています。

さらに化学室も併設され、授業での実験・

学習に活用されています。 

 

●ミラン寄宿舎 

校内に本校舎から 1 分の所に 3 階建て

のミラン寄宿舎があります。この寄宿舎

は、広島・祈りの石国際教育交流財団よ

り助成金を受けて建設しました。 

◇1 階には 2 学習室、調理担当の 1 部

屋と管理人用の 2 部屋があります。

共有スペースもあり、時折幼稚園生

のクラスとして利用しています。 

◇2 階には寄宿室 5 部屋で 40 床を設け 

ています。 

◇3 階は学生食堂です。このスペース

はイベント部屋として利用している

ことが多いです。 

 

寄宿舎は、ガードマン一家と清掃作業

員 1 名で管理されています。2019 年以降

コロナ過のため寄宿生が減少し、その後

寄宿舎として運営することが難しく現在

は閉鎖中です。          


